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株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。ここにアネスト岩田
グループ第79期第2四半期連結累計期間（当中間期：2024年４月1日から2024年9月30日
まで）の株主通信をお届けいたします。
現中期経営計画の最終年度も、残すところあとわずかとなりました。2024年度の業績推
移につきましては、中国をはじめ、日本及び東南アジアを主としたアジアにおける販売が厳
しい状況の中で、欧米やインドがカバーしております。
現在では次年度からスタートする次期中期経営計画の策定が進んでいますが、インドにお

ける中形圧縮機の組立工場新設や本社における新製品開発の効率を高めるための試作設備
導入及び試作棟の立ち上げ、さらには製品開発テーマの収集から試作品の評価に至る一連
の開発プロセス拡充などをやり遂げて次期へ繋ぎたいと考えております。
株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援の程、宜しくお願い申し上げます。

2024年12月

株主の皆様に対する安定的な利益還元に努めることを重要な
使命としております。

● �圧縮機は、日本のデンタル市場向け販売及び中国SCR社
の輸出販売が堅調に推移。

● �真空機器は、前期に見られた米国のスポット需要がなくなっ
たものの、中国で電子機器の製造に関連する装置メーカ
向けの販売が増加。

● �塗装機器は、欧州・米州で自動車補修市場向けスプレー
ガンや木工市場向け塗装用ユニットの販売が好調に推移。
米州ではエアーブラシの売上も回復。

● �塗装設備は、中国・インドで輸送用機器及び自動車部品
向けの販売が増加。

株主還元政策（配当と自己株式の取得と消却）

配当：連結業績の「親会社株主に帰属する当期純利益」の範囲
並びに連結配当性向40%を目安とします。
自己株式の取得と消却：株式価値の向上を目的に継続的な検討
を行っています。2024年9月11日～2025年2月28日の期間で
40万株、4億円を上限とした自己株式取得を実施しております。

代表取締役 社長執行役員

セグメント情報 Business Overview株主の皆様へ To Our Shareholders

配当金と配当性向の推移

49

36.836.8 37.937.9
34.834.8

2020

30

2021

35.135.1

40.140.1

2022 2023 （年度）2019

50
（予想）

中間
22
中間
22

2024

40.4
（予想）
40.4
（予想）

2424

38

0

32

40

36

44

48

0

10

30

20

50

40

■■ 配当金（円） ●配当性向（%）

エアエナジー事業部 コーティング事業部

圧縮機
55.9%
圧縮機
55.9%

塗装機器
33.9%
塗装機器
33.9%

真空機器
5.6%

真空機器
5.6%

塗装設備
4.6%
塗装設備
4.6%

61.5% 38.5%
売上高
16,642 百万円

売上高
10,417 百万円

営業利益
1,517 百万円

営業利益
1,445 百万円

2023年度
中間期

■売上高  ■営業利益

2024年度
中間期

（単位：百万円）

15,967 16,642

1,5171,413

2023年度
中間期

■売上高  ■営業利益

2024年度
中間期

（単位：百万円）

9,930 10,417
1,4451,452

15,133 百万円売上高 1,509 百万円売上高 9,172 百万円売上高 1,245 百万円売上高

2024年度中間期実績 2024年度通期予想
￥/＄
￥/€
￥/CNY

152.25円
164.60円
21.05円

（実績）
145.00円
156.33円
19.95円

（想定）

為替レート

セグメント別
売上高構成比

圧縮機� 55.9% 塗装機器� 33.9%真空機器� 5.6% 塗装設備� 4.6%

（前年度比 7.0%増 　）

2024年度通期予想
35,600百万円

（前年度比 9.7%増 　）

2024年度通期予想
3,685百万円

（前年度比 11.2%増 　）

2024年度通期予想
22,400百万円

（前年度比 10.5%増 　）

2024年度通期予想
3,115百万円
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T O P I C S
第三の事業を確立するための新会社を設立

現在、インド市場では経済成長とともに、さまざまなモノづくりが伸長しています。現地子会社であるA
ア ネ ス ト
NEST 

I
イ ワ タ
WATA M

マ ザ ー ソ ン
OTHERSON Pvt. Ltd.（以下AI-M）では、小形の往復式圧縮機を製造・販売していますが、インド 

2024年7月、当社の第三の事業を確立するため、
「株式会社ANEST IWATA A.I.R.」を設立しました。
新規事業の主な取り組みとして、既存事業と親和性

の深いモビリティーアフターサービス事業、及びアネスト
岩田レーシング（Super GT）のチーム運営を行います。
モビリティーアフターサービス事業は、市場の要求品
質が日本に近いフィリピンで事業を開始し、他アセアン
地域や日本への展開を行います。

インドで中形圧縮機の組立工場新設、工場向け需要拡大に対応

当社で販売している塗装ロボットSWANの海外展開を強化するため、2024年1月
に日本で開始したサブスクリプションサービス（以下「サブスク」）を8月よりベトナムで
も展開しています。SWANは塗装に必要な機能がオールインワンのセットになってい
る塗装システムであるため、現場ごとにカスタマイズする必要がなく、再利用を前提
とするサブスクモデルのサービス提供を可能にしました。
また、タイの連結子会社ANEST IWATA Southeast Asia Co., Ltd.に「SWAN
ラボ」を開設し、現地で塗装テストを実施できるようにいたしました。回転塗装の最
新技術に触れていただく機会を増やし、東南アジアを中心にシェア拡大を狙います。

塗装ロボット「SWAN」の海外展開を強化

塗装ロボット「SWAN」

工事中の中形圧縮機の組立工場（AI-M）

詳細は▶
こちら❶

詳細は▶
こちら❷

詳細は▶
こちら

詳細は▶
こちら

⃝設立会社
会社名 ：株式会社 A

ア ネ ス ト
NEST I

イ ワ タ
WATA A

エーアイアール
. I . R . 

住　所 ：〒223-8501
神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地 

代表者 ：代表取締役　社長　鈴木 善之
資本金 ： 5,000万円

⃝開設日
2024年7月12日

⃝当該年度の業績影響 
本件に伴う2025年3月期連結業績への影響は 
軽微であります。

国内で新設される生産工場では中形圧縮機の方が多く必要
とされています。これまでは中国の子会社である上海斯可絡
圧縮機有限公司（以下、SCR社）製の中形圧縮機を都度輸入
して現地販売していましたが、よりタイムリーにお客様へお
届けできるよう、AI-MにSCR社製中形圧縮機の組立工場を
新設し、2025年3月の完成に向けて工事を進めています。
新工場の稼働により、インド市場のお客様へより的確なご提
案と短納期で製品をご提供することで現地のモノづくりに貢
献いたします。

本書では、財務・非財務情報を統合し、アネスト岩田グ
ループの将来の持続的な成長に向けた取り組みを紹介して
います。
当社グループは、サステナビリティを経営上の重要なテー

マとして定め、事業成長による利益創出と社会課題の解決
を両立させる活動を推進しています。ビジネスモデルや経営
戦略、業務報告、人材への取り組みなどを含むESG情報な
どを掲載することで、当社グループへの理解をより深めてい
ただくことを目指しています。

「統合報告書2024」発行のご案内
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2024年６月に実施した株主様アンケートでは、441名のご回答をいただきま
した。多くの皆様にご協力をいただき、心よりお礼申し上げます。この度いただ
いたご意見やご要望は、今後のIR活動に活かしてまいります。
アンケートの集計結果及び頂戴したご意見の中から一部をご紹介いたします。

アンケート結果のご報告
調査対象

2024年３月末時点での株主様

保有期間Q1

今後の保有方針Q3

株式取得時に重視したことQ2

当社に関してもっと知りたい情報Q4

調査時期
2024年６月〜７月

	 安定配当・増配を含めたさらなる株主還元や株価上昇に期待しています。Q

	 世の中に貢献できる新商品を上市し続ける力を確保してこそ、持続的な
成長や利益配分が可能になると考えています。したがって、この1年でしっか
りと体制を整え、次期中計では商品開発における具体的な成果をお示しでき

るように努めていきます。また、株主還元については利益成長による
安定配当をしていく方針です。これからの当社グループが成長する姿
にご期待いただくとともに、変わらぬご支援をよろしくお願いします。

A

	 連結財務ハイライトとTOPICSは字が大きく
読みやすくて良いですが、各事業部の
内容について解説を加えて示したうえ
で、スッキリと掲載してほしい。

Q

来年度以降も
アンケートの実施を
予定しています。

よりよい運営の実現のため
ご協力くださいますよう

お願いいたします。

	 海外売上高の推移を
知りたいです。
Q 	 海外売上高は、過去10年で約3倍の352億円まで伸長しました。現在は、

成長市場を海外と位置付け、各エリアの特性を考慮した成長戦略を策定して推進
しています。海外売上比率は65.9％となっていますがエリア別の売上割合にほぼ
偏りがないことから、全世界的に一斉に影響が出るような景気後退が発生し
ない限り不調なエリアを他のエリアがカバーしやすい売上構成となっています。

A

	 地政学リスクや災害リスクが高まっているので、BCP（事業継続計画）の維持・改善をお願いします。Q

	 BCPを策定し、生産機能を分散、グループ間での製品調達の可能性を模索するなど、リスク発生時の
影響を最小限に留める供給体制の確立に努めています。また、好況期では汎用製品が収益を牽引
し、不況期には、景気に左右されにくい医療や理化学などの特定市場向けにオイルフリー圧縮機
などの製品が業績を支えるといった、リスク分散を意識したビジネスモデルを構築しています。

A

株主様からの声（一部編集）

	 Q4の結果や皆様からのご意見と踏まえて、
今号より連結財務ハイライト及び株主還元方針
に関する項目の構成を変更し、記述を拡充しました。

A
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株式の状況

発行可能株式総数 189,290,000株
発行済株式の総数 41,745,505株（自己株式2,015,619株を除く）

株 主 数 11,235名
（注）自己株式には、株式給付信託が保有する当社株式145,400株は含まれておりません。

個人・その他
32.3%

金融機関 29.9%

自己株式 4.8%外国法人等
24.8%

その他国内法人 6.7%

証券会社 1.5%

所有者別株主分布状況

大株主
株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,008 12.0
第一生命保険株式会社 2,272 6.3
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,178 5.7
アネスト岩田得意先持株会 1,951 4.8
アネスト岩田仕入先持株会 1,860 4.5

会社概要 （2024年9月30日時点） Company Information

表紙デザインについて
2022年度～2024年度の中期経営計画で

「500&Beyond」を掲げています。
最終年度2025年3月期オーガニック分として、売上
500億円以上を目指すことを表しており、表紙には成長
の勢いを感じられるデザインを採用しました。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月中
基 準 日 �3月31日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 上 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒183-0044 東京都府中市日鋼町1番1号
電　話：0120-232-711（通話料無料）
郵送先：�〒137-8081　 

新東京郵便局私書箱第29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社  
証券代行部

公 告 方 法 �電子公告（当社ホームページに掲載）。
ただし、事故その他の事由で電子公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載いた
します。

1. �株主様の住所変更、買取・買増請求書その他各種お手続きにつき
ましては、原則、口座管理機関で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社にお問い合わせください。

2. �特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きは買取・買増請
求書を含め、上記の特別口座の管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合わせください。

3. �未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお受
取りいただけます。

4. �株券電子化の前に証券会社等を通じて証券保管振替機構（ほふり）
に証券を預託しなかった株主様の株式については、上記の三菱
UFJ信託銀行証券代行部にお問い合わせください。

株式の各種お手続きについて

株主様は当社に対して単元未満株式の買取（株主様の売却）または買
増（株主様の購入）をご請求いただくことで、単元未満株式を売却ま
たは1単元株式に整理することができます。ご希望の方はお取引きの
ある口座管理機関にお問い合わせください。

単元（100株）未満株式をお持ちの株主様へ

本報告書に記載されている情報につきましては、当社の計画、業績な
ど将来の見通しに関する記述が含まれています。実際の業績は、さまざ
まな要素により、これらと異なる結果となり得ることをご了承ください。

見通しに関するご注意事項

株主メモ
商 号 アネスト岩田株式会社（ANEST IWATA Corporation）
創 業 1926年5月1日
設 立 1948年6月2日
資 本 金 3,354,353,175円
従 業 員 数 613名（連結子会社含む1,887名）
本 社 神奈川県横浜市港北区新吉田町3176番地
工 場 秋田、福島
営業拠点等 仙台、埼玉、横浜、名古屋、大阪、福岡

会社の概要

取締役・監査等委員である取締役
代表取締役 深瀬　真一
取 締 役 大澤　健一
取 締 役 三好　栄祐
社外取締役 浅井　侯序
社外取締役 島本　　誠

取締役 監査等委員（常勤） 武田　克己
社外取締役 監査等委員 松木　和道
社外取締役 監査等委員 大橋　玲子
社外取締役 監査等委員 白井　裕子


